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ご挨拶 野間圭介 REC センター長 
就任のご挨拶と「REC News Letter 100 号発行に寄せて」 

6 年間センター長を務められた和田隆博前センター長（理工学部物質化学科教授）の後任として、龍谷エクステンションセンター

（REC）のセンター長に就任いたしました野間圭介（経営学部教授）でございます。大学の使命とされる教育・研究・社会貢献の三

本柱のうち、社会貢献を担うのが REC の役割です。社会貢献には大学の研究成果を社会に活かす社会還元と社会のかかえる問

題をいっしょに考える社会連携がありますが、その両方をバランスよく進めていきます。 
今年は大学の第五次長期計画第二期中期計画 2015（平成 27）～2019（平成 31）年度の 

初年度に当たります。長期計画では教育・研究成果の還元を通じた「地域に根ざした大学づ 
くり」をめざしており、それを力強く推進してまいります。REC の主な事業は「生涯学習事業」 
「産官学連携事業」「施設開放事業」「技術移転事業」「地域連携事業」「学生ベンチャー育成 
事業」そして「福祉フォーラム事業」の七つです。それぞれの特色を活かして「地域に根ざした 
大学」を実現すべく尽力いたします。 

平素より REC News Letter をご愛読いただきありがとうございます。このニューズレターは 
龍谷大学関係者の皆様に龍谷エクステンションセンターの事業活動をお伝えする情報発信の 
目的で 2005（平成 17）年 11 月に創刊され、以来 100 号を迎えることができました。それも読 
者の皆様のご理解とご支援のおかげでございます。REC は大学と社会との結節点の役割で 
あり、皆様の情報発信の窓口として機能しておりますので、今後とも皆様の積極的なご参画 
とご協力をお願い申しあげます。 
 

お知らせ 「福祉フォーラム 2015」のご案内 

本年度の「福祉フォーラム 2015」は、2016 年度からの社会学部現代福祉学科開設に伴い社会学部共催で、以下のとおり開催

致します。皆様のご参加をお待ちしております。 
 

テーマ：「新しい社会共生のあり方を探る～貧困問題を手がかりに～」 
 
【日 程】 2015 年 7 月 26 日（土）13 時 30 分～16 時 30 分 
【会 場】 龍谷大学大宮キャンパス東黌 103 教室 
【定 員】 300 名（先着順受付） 【参加費用】無料 
【申 込】 http://rec.seta.ryukoku.ac.jp/welfare/forum.html 

主催：龍谷大学福祉フォーラム  共催：社会学部 
 

■講演： 
湯浅 誠 氏（社会活動家／法政大学教授） 

■シンポジスト： 
梅原 美野 氏（NPO 法人山科醍醐子どものひろば） 
桐高 とよみ 氏（NPO 法人甲賀湖南成年後見センターぱんじー） 
山口 浩次 氏（大津市社会福祉協議会） 

■コーディネーター： 
筒井 のり子 氏（社会学部教授） 

野間 圭介 REC センター長 
（経営学部教授） 

－創刊 100 号 記念号－ 

http://rec.seta.ryukoku.ac.jp/welfare/forum.html


 

 

お知らせ 社会連携・社会貢献活動に最大 20 万円の支援！ 
「with 龍（ウィズドラゴン）」募集スタート！ 

本学学生の社会連携・社会貢献活動を支援する社会連携・社会貢献活動支援制度

「with 龍」の募集がスタートします。 
この制度は龍谷ソーラーパークの収益を原資として新たに設けられた制度で、学外

の個人や団体等との連携による活動を対象に最大 20 万円まで支援いたします。 
既に活動中の団体であるか、これから活動を開始する団体であるかに拘らず、社会

連携・社会貢献活動にご興味のある方はぜひこの制度を活用して、目的達成に役立

てていただければ幸いです。 
 
募集要項、申請書は社会連携ホームページからダウンロード可能です。 
http://rec.seta.ryukoku.ac.jp/news/detail.php?id=7000 
多くの団体からの応募を期待しています！ 

   
【募集概要】  
■募集課題：各団体が事業の趣旨・目的にあった内容でテーマを設定し、地域や社

会の問題解決に取り組んでください。 
 
■応募資格：本学の学生が申請代表者を務める団体 
 
■支援対象事業： 

2015（平成 27）年度中（採択年度 4 月 1 日から 3 月末まで）に実施及び完了する事

業で、次の要件に全て該当するものを対象とします。 
 
（1） 活動主体が学生である団体が地域住民または企業、行政等と協働して 

取り組む事業 
（2） 内容が地域振興、社会貢献に寄与する事業 
（3） 営利を目的としない事業 

 
■選考方法： 

1 次選考（書類選考）、2 次選考（プレゼン選考※）を行い、支援事業を選定します。

※2 次選考は、1 次選考通過者を対象として行います。プレゼンテーション時間は、

約 15 分（プレゼン 5 分、質疑応答 10 分）を予定。2 次選考では、事業内容・アピー

ルポイントを申請代表者が中心となって発表してください。また、説明、質疑応答の

一部を他の学生、教員、地域住民、関係機関（企業、行政、NPO/NGO 等）の方に

していただくことは問題ありません。発表方法の指定は特にありません。PC による

パワーポイント等の使用も可能です。 
 
■支援金額：事業実費経費相当額（最大 20 万円） 
 
■募集期間：2015（平成 27）年 6 月 26 日（金）～7 月 3 日（金）【必着】 

  ※申請書を郵送する場合は同日必着。持参は午後 5 時まで受け付けます。 
  

  
  

 
 
 
 

地域の子供たちとの交流 

地域住民の方との交流 

産官学連携による取組み 

■お問合せ： 
REC 事務部（京都） 
TEL 075-645-2098  FAX 075-645-9222 
（月～金 8：45～17：15 ） 

 E-Mail: rec-k@ad.ryukoku.ac.jp 

（1） 

http://rec.seta.ryukoku.ac.jp/news/detail.php?id=7000
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ご報告 2015（平成 27）年度 第２回 REC BIZ-NET 研究会 
「医療周辺分野のものづくり」を開催しました！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 

ご報告 「2015NEW 環境展」に参加しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

REC ブースの様子 

研究シーズについて説明している様子 

理工学部機械システム工学科 田原大輔講師による講演 ポスター＆サンプル展示交流会の様子 

5 月 26 日（火）、龍谷大学瀬田キャンパス REC ホールにて、2015 年度第 2 回 REC BIZ-NET 研究会「医療周辺分野のものづ 
くり」を開催しました。 

 
研究会では、まず REC 副センター長である外村佳伸教授（理工学部情報メディア学科）からの挨拶の後、大学・企業・金融機

関のそれぞれから、５つのテーマ、「看護・介護支援機器開発への誘い」、「女性の骨盤底筋の評価とサポート下着の開発」、「外

科手術トレーニング用人工臓器の開発」、「外科手術トレーニング用新規模擬骨材料の力学特性評価」、「医療分野における創

業支援の取組みについて」に沿って、講演を行いました。本学からは、理工学部機械システム工学科の田原大輔講師に、本学

関係者として REC レンタルラボに入居しているウェトラブ株式会社代表取締役 岡野仁夫氏にお話いただきました。 
 
講演終了後には、REC ホール内の別会場に移動し、講演内容に関するポスターやサンプルを展示しながら、情報交換・交流

会を行いました。ウェトラブ株式会社からは、外科手術トレーニング用人工臓器などが展示され、実際に見て触れることで、より

活発な意見交換が行われ、有意義な機会となりました。REC では、本研究会にご参加いただきました皆さまとの出会いを大切に

して、今後も活動を行ってまいります。 

 
5/26（火）～5/29（金）にかけて、東京ビッグサイトにて、「2015NEW 環境展」が開催さ 

れました。本イベントは、アジア最大級の環境イベントであり、環境技術・サービスを一同 
に展示・情報発信する事により環境保全への啓発を行い、国民生活の安定と環境関連産 
業の発展を目的としています。 

REC からは、理工学部環境ソリューション工学科教員の研究シーズを以下のとおり、 
発表しました。 

 
■岸本 直之 教授 

＜排水中の(超)難分解性物質の新しい処理技術＞ 

 
■菊池 隆之助 教授 
＜ネオジムやタンタルの回収に関する基礎研究＞ 

 
■水原 詞治 助教 
＜放射性物質汚染廃棄物の焼却過程における放射性セシウム挙動と炉内蓄積＞ 

 

4 日間を通して 167,500 人を超える来場者があり、REC ブースにも多くの方にお越し 
いただきました。本イベントは、大学、REC の PR の場としても有効で、今後もこのような 
機会に積極的に参加したいと考えています！ 



 

 REC News Letter 編集：REC 事務部 
http://rec.seta.ryukoku.ac.jp/ 
 
●REC 滋賀 REC ホール （内線 7279） 
●REC 京都 紫光館 5 階 （内線 6505） 
●REC 東大阪 クリエイション・コア東大阪 
 産学連携ｵﾌｨｽ 2212 号（06-6748-8228） 

REC News Letter は毎月発行。 
次回は 7 月 28 日頃発行します。 
※バックナンバーは龍谷大学 HP→教職員向けサイト 
→REC 京都サイトをご覧ください。 
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お知らせ 龍谷ジュニアキャンパス 2015 申込受付中です！ 
 

この夏開催される、龍谷ジュニアキャンパスの講座をご紹介します。小学生のお子様が 
いらっしゃる教職員の皆様のお申込みもお待ちしております！ 

■龍谷の森を探検！森の地図を作ろう 
日時：7/18（土）10：00～15：00 場所：瀬田キャンパス 
担当：林珠乃先生（理工学部実験助手） 

■本を楽しく読んでみよう（小学 1～4 年生対象） 
日時：7/25（土）10：00～12：00 場所：深草キャンパス 
担当：生駒幸子先生（短期大学部准教授） 

■親戚や祖先の「あたま」の模型を作ろう 
日時：8/7（金）13：00～16：00 場所：深草キャンパス 
担当：好廣眞一先生（龍谷大学名誉教授） 

 

ご報告 
 

2015 年度前期龍谷講座シリーズ「龍谷大学・仏教文化の現在」 
第 1 回「法然・親鸞の浄土教―念仏のルーツと展開―」を開講しました 

 
6 月 6 日（土）に、2015 年度前期龍谷講座シリーズ「龍谷大学・仏教文化の現在」の第１回「法然・親鸞の浄土教－念仏のルー

ツと展開－」（講師：川添泰信文学部教授）を開講しました。計 130 名の参加があり、参加者は熱心にペンを走らせておられまし

た。 
参加者アンケートには「はじめての参加であったが、90 分があっという間の講座で非常に良かった」「この講座を機に法然・親鸞

についてもっと勉強したいと思った」「大変丁寧で分かりやすい講座で非常に良かった」といった御意見が多数見られ、満足度の

高い講座となりました。 
 
 
 

 
 

 
 
  
 

 

 

お知らせ 7 月の REC の活動 
7 月  1 日（水）、4 日（土）、11 日（土） 龍起業塾 2015 プログラム（全 15 回）〈深草キャンパス〉 
7 月  4 日（土） 龍谷ジュニアキャンパス「卓球教室」〈深草キャンパス〉 
7 月 11 日（土） REC コミュニティカレッジ東京「シルクロードの宗教と文化」〈明治大学駿河台キャンパス〉 
7 月 18 日（土） 龍谷ジュニアキャンパス「森の地図を作ろう」〈瀬田キャンパス・龍谷の森〉 
7 月 25 日（土） 龍谷ジュニアキャンパス「本を楽しく読んでみよう」〈深草キャンパス〉 
7 月 29 日（水） 龍谷ジュニアキャンパス「土の中の生き物から身近な環境を調べよう」〈深草キャンパス・伏見稲荷大社〉 

龍谷講座 会場の様子 

次回以降は以下の通り開講します。多数のご参加をお待ちしています。 

 
■日 程：※時間は、全ての日程 13：30～15：00  

7 月 4 日（土） 「仏教写本の世界―知識・儀礼・美術―」 
講師：若原 雄昭（副学長・文学部教授） 

7 月 18 日（土） 「仏典英訳の研究と実践」 
講師：那須 英勝（文学部教授） 

■会 場：龍谷大学深草キャンパス 21 号館 6 階 603 教室 
■定 員：各講座 200 名  
■無 料・事前申込不要 

▽講座の詳細はこちら 
http://rec.seta.ryukoku.ac.jp/juniorcampus/ 
お問合せ REC 京都：075-645-7892 （内線 6503） 
       REC 滋賀：077-543-7848 （内線 7291） 

http://rec.seta.ryukoku.ac.jp/juniorcampus/

